
勤務時間

夜間勤務

休日

年次有給休暇

その他の休暇

定年

基本給

通勤手当

資格手当

住宅手当

扶養手当

夜勤手当

宿直手当

賞与

昇給

・公共交通機関を利用される方は全額支給(上限３０，０００円）
・自動車等での通勤される方は通勤距離に応じて支給(７，５００円～２５，５００円)

・社会福祉士、精神保健福祉士　７，０００円　　・介護福祉士　３，０００円

・賃貸住宅(本人名義)　　２０，０００円(当初３年間。４年目より１７，０００円)
・住宅所持者(本人名義)　 ３，０００円

・１，０００円～１０，０００円

・年２回支給(６月、１２月)
　　年４．１ヶ月(２年目以降)　　２．６３ヶ月(１年目)が標準です
　　※支給率は社会情勢により変動します、(上記はH29年度実績)
　　※福祉・介護職員処遇改善手当が支給される間、年間通じて給与並びに賞与時に
　　　 処遇特別手当、特別一時金が支給されます(年間　約１４０，０００～２５０，０００円程度)
　　※賞与は人事評価により、変動します

参考
年収表

平均勤務年数　6年の職員(課長、サービス管理者等管理者を除く、平成29年度実績)
・平均給与(各種手当・処遇特別手当を含む)  約　276,000円
・平均賞与(4.1ケ月)  約　1,190,000円/年(特別一時金を含む)
・平均年収　　約4,500,000円(各種手当、処遇特別手当、特別一時金を含む)
・月平均労働時間　　169時間

・勤務１回　４，０００円　(該当事業所)

・年１回定期昇給
　　※昇給額は人事評価により、変動します

福利厚生

・職員旅行あり
・法人全体、事業所単位での親睦会あり
・勤続表彰、資格取得表彰あり
・資格取得時のスクーリングへの一定日数の特別休暇あり
・退職金制度に加え法人独自の退職金制度あり
・感染症特別休暇あり
・インフルエンザ予防接種事業所にて1回無料実施
・指定日に公休を取れる制度あり

社会福祉法人　清光会　労働条件(正規職員)

・原則午前9時～午後5時35分(休憩時間50分を含む)
・1日　7時間45分勤務※勤務事業所により、変則勤務がある為、始業終業時間は異なります

○生活支援員
・午後４：３０～翌午前９：３０
　※休憩時間は夜間時間帯交代で１時間３０分
　※手当　５，５００円/１回

・６０歳(６５歳までは労使間の取り決めに基づき継続雇用制度有)

・生活支援員の場合(新卒者の場合。処遇特別手当を含む)
　　　　福祉系大学卒　　　　２２２，０００円         福祉系以外の大学　２１７，０００円
　　　　専門学校  短大卒 　２０２，０００円         高卒等　　　 　　　　 　１９２，０００円

・年間休日数　１０３日
　※土日祝、季節休も含めて事業所ごとに適切に振り分けています

・４月１日採用者４月１日に５日付与し６ケ月間経過後８割勤務で5日付与
　※誕生日月年休制度あり
　※時間単位で年次有給休暇が取得できます(年合計・５日以内)

・産前産後の休暇、育児休暇、介護休暇等
※平成27年度にはここ3年間では男性職員による育児休業、介護休業の取得あり。また、
　　3年間で7名育児休業取得。現在2名育児休業取得中

・勤務１回　５，５００円　(該当事業所)



内容

内容

新卒の学生さんはこちら
からエントリーシートをとり
こんで下さい。（リクナビ
経由です）

既卒の方はこちらからエントリー
シートをとりこんで下さい

研修体制

目的

　当法人ではご利用者の尊厳や人権が守られ、より良い人生を歩んでいただく為には職員の
専門性の向上は最も重要だと考えております。
　その為、法人職員全体研修・内部研修を始め、個々の目標に応じた様々な研修に積極的
に参加できる体制を整えております。

・新人研修

・人権研修(各施設単位で年２回程度・外部講師研修　年１回)

・専門性の向上を図る為の研修(外部研修)
　　　所属事業所で、職員の目標に合わせた研修へ参加(平均２～３回程度/年)
　　　　（原則、勤務時間を利用して、研修に参加してもらっています）

・その他の研修(内部研修)
　　　外部研修で学んだ知識共有の研修等
　　　看護師による救命救急研修、感染症予防研修等

・人事評価
※年２回実施

・フィードバック面接
※一方的な評価ではなく、直属上司(サービス管理責任者等)と人事評価結果に基づくフィー
ドバック面接を行い、今後の課題の整理や目標設定等、キャリアアップに向けた面接を行い
ます

・自己申告制度
※所属課長と年１回、自身のキャリア形成、人事異動等に関する現状と希望を自己申告を行
い、今後のキャリア形成に向けたミーティングを行います

人事評価制度

目的

　清光会では,平成１９年度より人事評価制度を導入しています。ご利用者の様々なニーズ、
地域が求める障がい福祉に応えていく上で、職員の皆さんの高い専門性、やりがい、働きが
いのある職場づくりが最も重要でした。
　従来の年功序列制度ではできなかった高い専門性を求めて支援をする職員、やりがいを
持って頑張っている職員を正当に評価できるようにと人事評価制度を導入致しました。
　この制度では、職員の皆さんが取り組むべき仕事、目標とするキャリア像が明確になってい
ます。仕事の結果だけではなく、評価項目には研鑽課題やキャリア目標等もあり、職員のス
キルアップや意欲が等級に応じて評価されます。また、個人の能力主義ではなく、評価には
協調性やチーム力も必要とされます。
　この制度が全職員のモチベーションアップにつながり、障がいある方の支援、ご自身のキャ
リアアップ、やりがいのある職場環境、障がい者福祉の発展につながることを目的としていま
す。


